
85ドルに迫る堅調地合
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台前半で底固く推移する展開になった。国際原油需給の引き締ま

り観測、中東地政学リスクの高まりを背景に、押し目買い優勢の展開が維持された。7月5日高値は

84.52ドルに達し、4月19日以来の高値を更新した。米原油在庫の大幅な取り崩し、為替がドル安に振

れたこともポジティブ。

原油需給のひっ迫見通しが原油相場を押し上げる展開が維持されている。特段の新規材料は見当たらな

いが、石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産体制が維持される一方、季節的な需要拡大期待も維持さ

れている。供給環境に大きな変化が見られないのであれば、7～9月期は4～6月期に対して需要が拡大

した分だけ、需給が引き締まるとの見方が強い。中東情勢に関しては、イスラエルとヒズボラの交戦が

激化している。原油供給に混乱などは生じていないが、先行き不透明感の強さが原油相場を下支えした。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月28日時点）は、原油が前週1,216万バレル減、ガ

ソリンが221万バレル減、石油精製品が154万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給引き締まり観測で底固い、中東情勢を巡る動向に要注意

2

【展望】

需給引き締まり観測を背景に押し目買い優勢の展開が続く見

通し。マクロ需給見通しに基づく買い圧力が強いため、地合

が大きく崩れる可能性は低い。中東情勢を巡る評価は大きく

変わる可能性があるが、いずれにしても需給要因から堅調地

合が支持される。80ドル台定着が進んでおり、85ドルの節目

突破が打診されよう。

需給引き締まり観測が根強い。世界経済の減速傾向は強まる

も、少なくとも7～9月期の需給引き締まりは十分に見通せる

状況にある。特に前週に続いて米原油・石油製品在庫の取り

崩しが確認できると、買い安心感も強まりやすくなろう。7

月10日に石油輸出国機構（OPEC）、11日に国際エネルギー

機関（IEA）が最新の月報を発表することがイベントリスク

になる。仮に需要見通しの大幅な下方修正がみられると、短

期筋の利食い売りで80ドル水準まで軟化する可能性が浮上す

る。

中東情勢は原油相場に対しても大きな不確実性をもたらして

いる。6月下旬以降はイスラエルとヒズボラの交戦が激化し

ていることが、原油相場を支援してきた。原油供給への実害

は確認できていないが、軍事紛争の長期化・拡大を受けて、

主要産油国も軍事紛争に巻き込まれるリスクが警戒されてい

る。全面戦争に発展する可能性に注意が求められる。

ただし、イスラエルとハマスの間では停戦を巡る協議も再開

されており、仮に停戦合意に向けて大きな進展がみられた際

には、調整売りが膨らむリスクが高まる。いずれにしても需

給引き締まりの見通しで押し目買い優勢の地合は維持される

見通しだが、上下双方に大きく揺れ動くリスクを抱えた地合

になろう。
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